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横沢喜久子先生のご紹介
曽　我　芳　枝
横沢喜久子先生は、お茶の水女子大学をご卒業後1967年7月、文理学部体育研究
室に助手として着任された。その後、1988年助教授、1992年教授に就任され、45年
間という長きにわたり在職され、本年3月に定年退職を迎えられた。その間、幅広い
人脈を築かれ、「からだを知り、いきいきとした日々を引き出し、いのちを守る」と
いう健康・運動科学分野の教育や研究にご尽力された。
先生の主なご研究は運動生理学と養生学の二つの分野に分けられる。
運動生理学分野
 1. 身体組成、心肺機能、運動強度を科学的に知るために運動生理学の基礎研究に取
り組まれ、心臓循環機能を知るための有酸素能力測定、心拍数を用いての運動強
度研究を進められた。
 2. 1979年に学内に体育実験施設を作り、元日本体育協会スポーツ科学研究員鈴木
洋児氏と研究グループを結成し、「重力のからだに及ぼす影響」について下肢陰
圧（LBNP）装置を作成しての研究を始められた。また、ベッドレスト実験での
身体への生理的研究をされ、その成果は今日の身体不活動や寝たきり高齢者への
健康づくり対策に生かされている。
 3. 1985年から今日まで「女子の身体組成（体脂肪量、筋量、骨密度）―日常生活習
慣と体力との関係―」をテーマとして「一般女性が普通に生活する中でいかに健
康的に過していくことが出来るか」ということについて運動生理学的立場から研
究された。そして運動を習慣的に実施することが身体組成や体力に及ぼす影響に
ついて、測定、調査を進めている。
養生学分野
 1. 今日の体育教育の在り方に問題意識を持たれ、これまでのスポーツ中心の体育教
育や現代科学からの生理学によるメカニズム、身体の機能性向上面に加えて、東
洋の身体観に基づいた東洋養生法、身体技法について見直し、現代科学的検証を
試み、現代に生かすことを目指した研究活動を進めている。
主な研究業績は、次のようである。
東京女子大学女性学研究所プロジェクト研究として、1989年「女子の身体組成と
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体力の関係」（Women’s Studies研究報告8）、1995年「女子の身体組成と体力（そ
のⅡ）―日常身体活動量との関係―」（Women’s Studies研究報告15）、2007年「女
子の身体組成と体力（そのⅢ）―骨と日常身体活動量との関係―」（Women’s Studies
研究報告25）がある。また、科学研究費補助による研究として、1986年度一般研究
「Aerobic  Power 及び身体組成が重力耐性に及ぼす影響」、1990年度一般研究「高 
温度下の長時間運動中の飲水が心臓血管系の応答に及ぼす効果」、2005年度～2007年
度基盤研究 C「大学体育は学生の何を変えうるか―大学体育授業評価システム開発と
モデル授業の構築」、2009年度～2011年度基盤研究 C「閉経後の部位別骨密度と姿勢
―脊柱変形の原因及び予防の検討―」がある。
社会的活動としては、1993年に日本養生学会を設立し、理事長として活躍されて
いる。また、2011年には全国大学体育連合より ｢大学体育教育賞｣ を受賞され、長
年の大学教育への貢献が認められた。その他報道番組への出演や、新聞や雑誌等への
執筆活動もされている。
教育においては、授業のみならず学生の自主研究に関する指導や運動部の顧問と
して、学生達の活動を支えてこられた。
以上のように、長年にわたり健康・運動科学の教育・研究を支え強いリーダー
シップを取って下さった先生に感謝し、今後のご健康とご活躍を願う次第である。
